
［本科］標準国公私大コース

3月〜 8月   ～カリキュラム学習～
毎月、カリキュラムに沿った問題を出題。実際に問題を解いて添削を受ける経験を通して、教
科書レベルの基本的な知識や解き方を押さえるとともに、それらを正しく使いこなして答案に
アウトプットする記述力を養成します。

9月～ 2月   ～実戦演習・直前演習～
全範囲の内容を総合的に組み合わせた問題を出題。より本番を意識した実戦的な演習と、入試
採点者視点の添削を通して、初見の問題への対応力や得点力を磨き上げます。
1 月〜 2 月は、入試本番を想定した実戦問題を出題します。

※数学は『サポート』（参考書）・『トレーニング』（問題集）、他の教科は『サポート＆トレーニング』（参考書 + 問題集）をお届けします。

年間を通して、次のような学習サイクルで取り組みます。
必要に応じて、要点や練習問題がまとまった参考書＆問題集を用いながら学習を進めます。

英語 文系数学 理系数学 国語 物理 化学

添削問題 80 ～ 90 分 120 分 120 分 90 ～120 分 90 分 90 ～120 分

復習 60 分 90 分 90 分 60 ～ 90 分 90 分 90 分

■1回あたりの学習時間の目安（この学習サイクルを1カ月に2回行います）

今回の内容
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n を正の奇数とする。 (25点)
⑴ a，bを正の整数とするとき， an + bn は a+ b でわり切れることを示せ。 (8点)
⑵ m を正の整数とするとき， 2(1n + 2n +Ý +mn) は m + 1 でわり切れることを示せ。

(17点)

⑵の方針を立てることが本問で一番難しいところ。⑴と同様に，n 乗があり，わり切れることを
示すのだから⑴の利用の仕方を考える（ ▲ 1）のがカギとなる。aと bに何をあてはめるとうまく
いくかを試行錯誤して考えよう。

⑴ n が 3以上の正の奇数のとき
(a+ b)(an¡1 ¡ an¡2b+ an¡3b2 ¡Ý¡ abn¡2 + bn¡1)

・・
・・
・・
・・
・・

= (an ¡ an¡1b+ an¡2b2 ¡Ý¡ a2bn¡2 + abn¡1)
・・
・・
・・

+ (an¡1b¡ an¡2b2 + an¡3b3 ¡Ý¡ abn¡1 + bn)
・・
・・
・・

= an + (¡an¡1b+ an¡2b2 ¡Ý¡ a2bn¡2 + abn¡1)
・・
・・
・・

+ (an¡1b¡ an¡2b2 + an¡3b3 ¡Ý¡ abn¡1) + bn
・・
・・
・・

= an + bn
・・
・・
・・

が成り立つ。an¡1 ¡ an¡2b+ an¡3b2 ¡Ý¡ abn¡2 + bn¡1 は整数なの

▲因数分解を利用する方針。
「解説 1」参照。

・・
・・
・・

で，an + bn は a+ b でわり切れる。n = 1 のときもわり切れるので
・・
・・
・・

題意は示された。 （証明終）
・・
・・
・・

⑵ 2(1n + 2n +Ý+mn) を変形すると ▲1
⑴を利用するために和が
m + 1 となる 2 つずつの
ペアをつくる。2 倍をばら
すのがポイントで，次のよ
うに
1 2 Ý m

m m¡ 1 Ý 1

と並べるとわかりやすいだ
ろう。

2(1n + 2n +Ý+mn)
・・
・・
・・
・・
・・

= (1n + 2n +Ý+mn) + (mn +Ý+ 2n + 1n)
・・
・・
・・

= (1n +mn) + f2n + (m¡ 1)ng+Ý+ (mn + 1n)
・・
・・
・・
・

=
mP
k=1
fkn + (m+ 1¡ k)ng

・・
・・
・・
・・

ここで，⑴より kn + (m+ 1¡ k)n は
k+ (m+ 1¡ k) = m+ 1

・・
・・
・・
・・
・・
・

でわり切れるので，2(1n + 2n +Ý+mn) は m+ 1 でわり切れる。
・・
・・
・・

（証明終）・・
・・
・

1 因数分解
⑴の「解答」では，n が 3以上の奇数のときに

xn + yn = (x+ y)(xn¡1 ¡ xn¡2y+Ý¡ xyn¡2 + yn¡1)

が成り立つことを利用した。同様に n が正の偶数のときは
xn ¡ yn = (x+ y)(xn¡1 ¡ xn¡2y+Ý+ xyn¡2 ¡ yn¡1)
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添削済み答案と「解答解説」で
復習する「添削問題」に取り組む

『サポート』『トレーニング』
で確認＆演習

XMAPCA-Z1A2-00

n を正の奇数とする。 (25点)
⑴ a，bを正の整数とするとき， an + bn は a+ b でわり切れることを示せ。 (8点)
⑵ mを正の整数とするとき，2(1n+2n+Ý+mn)は m+1でわり切れることを示せ。 (17点)

3-1 添削問題

1
見通しの立て方

［専科］（受験小論文コース、分野別攻略コース）［本科］実戦演習期・直前演習期

https://www.zkai.co.jp/mypage/info/guide/gakusyu/2019/pdf/d_6.pdf
https://www.zkai.co.jp/mypage/info/guide/gakusyu/2019/pdf/d_4.pdf

